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工まえがき

カラマツは，養苗や造林などが容易なことのほか，とくに材積成長がすぐれているために，ふるくから造

林樹種としてとりあげられ，ほとんど全国的に植栽され，すでにその蓄積は 24. 161.000m3 に達している。

しかし，利用面では，これまで杭丸太，足場丸太などの丸太材としての用途のほかは，一般に低価値材

として，その用途はかなりかぎられている。近年，木材資源の不足にともなって，漸次その用途も開発さ

れつつあるが，なお，用材としての利用にたいしては，製品の狂い，割れ等のために，その品質はいちじ

るしく低く評価されている。

このようなカラマツ材の材質の欠点は，その利用にたいして，重要な障害をなしているものであり，も

し， これらがカラマツ材にさけられない欠点であるならば，その造林的な評価や， 保育技術にたいして

も，根本的な検討を加えなければならないはずである。

この研究においては，カラマツ材の実用品質を問題にするうえでの，基礎資料の 1 つとして，節枝の実

態を調査し，カラマツについて，節の特徴をあきらかにするとともに，枝打ち，間伐などの保育経過が材

の節枝性にあたえる影響を検討しようとしたものである。

この調査およびとりまとめに際して終始懇切なるご指導をいただいた材質第二研究室長加納孟氏およ

びご協力をいただし、た材質第二研究室の方々に厚〈謝意を表するとともに，調査において試料の採取にご

援助をいただいた当場造林部造林研究室林敬太氏および故寺崎渡博士に対し衷心から謝意を表する。

E 供試木

供試木をえらんだ林分は，長野県北佐久郡小沼村大字塩野字浅間山国有林内にあるカラマツ間伐試験地

である。この試験地は，信州、|カラマツ CLarix leptolepis GORDON) についての間伐の方法を調査するた

めに， 1902年以来，林業試験場において管理されてきたもので，その成長状況，保育の経過などは，すで

にしばしば報告されている叫 これらの報告から試験地の概況を要約して Tab!e 1 にしめした。

この林分は， 1958年 8 月台風第 7号によって甚大な被害をうけ，試験地としての目的を失うにいたった

ので，その最終的な調査が，当場造林部において実行されたっ

この調査時に試験地の風倒木のうちで，比較的に損傷の程度のすくないものが，この試験の供試木とし

てえらばれた。

供試木としてえらばれたものは， B種およびC種間伐試験区について，それぞれ 3 本，合計 6本で，そ

の概要は Table 2 ~こしめしたとおりである。

供試木は樹齢 70 年生で，カラマツ造林木としては，すでに利用伐期をすぎた老齢木であり， そのため

近年とくに台風などの被害をさけるために，かなり強度の枝打ちがおこなわれ校下高がし、ちじるしく高い。

(1) 木材部材料科材質第二研究室員
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Table 1.試験地の施業経過

間伐区 調査年度 間伐の経過 樹齢 胸平高(捌宜)径均樹平 均高立木本数 摘 要
(桝〉

B 種 1892 植栽当年 3 6 ,500 試験区面積 0.27 ha. 1936 年度

1903 (間伐前〉 14 6.9 7.8 4 ,437 から枝打ち実施

1903 第 l 回間伐 14 7.6 8.6 2 ,622 

1912 第 2回ク 23 10.0 10.8 1,381 

1918 第 3 回ク 29 13.8 13.8 776 

1924 第 4回ク 35 17.2 16.8 484 

1928 第 5 回ク 39 22.2 20.0 302 

1948 第 6 因。 59 32.4 27.0 220 

1959 最終調査 70 37.6 29.7 

C 種 1892 植栽当年 3 6 ,500 試験区面積 0.24ha. 1939 年度

1903 (間伐前〉 14 7.2 8.6 4 , 330 から枝打ち実施

1903 第 l 回間伐 14 8.2 8.7 1,790 

1912 第 2 問。 23 12.3 12.1 950 

1920 第 3 回ク 31 18.1 17.6 410 

1930 第 4 因。 41 26.5 22.6 250 

1952 第 5 回ク 63 36.5 28.1 180 

1959 最終調査 70 39.4 30.0 

Table 2. 供試木の概要

供番試号木 胸高(捌直〉径 樹(m)局 枝(下m)高 枝下(%高)率 完満度 幹(m材3)積 摘 要

No 1 34.9 29.0 24.3 84 83 1.444 B 種間伐区

2 35.7 30.0 24.2 81 84 1.532 。

3 37.8 3207 .9 82 1.615 。

4 29.6 .0 22.2 82 91 0.906 C 種間伐区

5 34.5 31.0 23.5 76 90 1.453 イシ

6 31.8 30.4 23.6 78 96 1.210 イシ

注:枝下高率=(校下高l樹高) x100， 完満度=樹高l胸高直径x100

E 調査方法

供試木はその生立時の地上高 102m ， 3.2m , 5.2m と以下順次に 2m おきの位置で円板を採取し，

樹幹析解をおこなった(風倒木のため， 地際に近い地上高 0.2m の位置は損傷をうけており， 樹幹析解

においては，この断面の樹齢階べつの半径を，上部断面から計算によって補正した〉のち，材長 2m の丸

太材を年枝の調査のための供試材とした。

節枝の調査法については，従来， スギ材についておこなわれている「みかん割り調査法J 1)に準じて，

幹にまき込まれている節枝を，すべて，その縦断固で観察し，節枝の形態的な特徴をしめす要素として，

幹の単位材長に含まれている節枝数，節枝径，生節枝の長さと年輪数，死節枝の長さと年輪数を観察し

。た

この調査において，きわめて特徴的であったことは，蔚芽による節枝がかなり多いことであり，これに

ついては，その特徴をゐきらかにするために，蔚芽した節枝の発生形態，発生してからの年輪数および蔚
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芽した節枝の太さを観察して，地上高および発生形態べつの頻度と，さらに枝打ちと発生頻度との関係、に

ついて検討した。

lV調査結果

1.節枝の数

節枝の形態的な特徴を取り扱うにあたって，カラマツ材においては，樹心から発生する節枝のほか，蔚

芽による節枝の出現がかなり多いので，観察した節枝を樹心から発生したものと，蔚芽によるものとにわ

けで，それぞれの節枝のあらわれかたについて検討した。

(1) 樹心から発生した節枝

( a) 平均節枝数一一各供試木の地上高の範囲を 1~2m， 2~3m …-・と材長 1 例の範囲に区分し，

この単位材長に含まれてし、る節枝数をしめすと， Table 3 のとおりであるc

これから各供試木の単位材長に含まれる節枝数tお およそ1O~38 本で， 地上高によりかなりの変化を

しめしている。観察した地上高 21m までの範囲における平均節枝数は，約 20~30 本，供試木 6 本につい

ての平均値は 25.4 本であった。

この供試木べつの平均節枝数は， Table 4 にしめすごとく，供試木の胸高直径の大きいものほど，その平

均節枝数が少なくなる傾向をしめしているようである〔供試木 N仏 6 の測定値を例外的なものと考えた〕。

Table 3. 供試丸太の単位長 (1 m) に含まれる節枝

|供試木|
地上高の範囲 I "" 

I I I 平均
(m) I No. 1 I No. 2 I No. 3 I No. 4 I No. 5 I No. 6 I 

2 20 20 27 22 20 22 21.8 

2 ~ 3 34 25 29 34 37 27 31.0 

3 ~ 4 33 27 34 32 24 22 28.7 

4 ~ 5 32 32 23 38 28 27 30.0 

5 ~ 6 24 26 21 30 29 30 26.7 

6 ~ 7 32 22 23 26 37 23 27.2 

7 ~ 8 34 27 21 28 25 24 26.5 

8 ~ 9 24 28 19 29 33 26 26.5 

9 ~ 10 22 23 17 32 32 17 23.8 

10 ~ 11 22 28 22 29 24 23 24.7 

11 ~ 12 28 17 17 31 28 23 24.0 

12 ~ 13 26 25 24 36 33 24 28.0 

13 ~ 14 28 33 16 26 20 26 24.8 

14 ~ 15 25 26 12 21 15 18 21.2 

15 ~ 16 26 21 14 27 26 24 23.0 

16 ~ 17 25 21 15 27 23 28 23.2 

17 ~ 18 23 19 19 37 29 19 24.3 

18 ~ 19 23 21 10 32 25 26 23.7 

19 ~ 20 24 28 19 32 18 22 23.8 

20 ~ 21 28 20 15 27 31 33 25.7 

合 計 533 489 397 601 547 484 508.3 

平均節枝数 26.6 24.5 19.9 30.1 27.4 24.2 25.4 
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Tab!e 4. 供試木の胸高直径と この傾向は，スギについてみとめられている結果(スギは胸高

平均節枝数 直径の大きいものほど，その平均節枝数は多しっと全く反対であ

供試木|胸高直径|平 均 り，これがカラマツにおける枝の発生機構によるものか，どうか

番 号 I (cm) I 節枝数 をみるため，地上高べつの節枝の集中度や供試木の上長成長の程
No. 3 1 35.8 1 19.9 度と，平均節枝数との関係などを検討したが，これらのあいだに
ク 2 34.1 24.5 

今 1 33.8 26.6 
一定した傾向をみとめることができなかった。

(b) 地上高と節枝数の変化一一節枝数の地上高べつの変化を

最も成長のよい供試木 (No・ 3) の例と，最も成長の悪い供試木

(No.4) の例と，さらに 6 本の供試木についての平均値の変化と

して Fig. 1 にしめした。なお，この Fig. 1 には比較のために，すでにもとめられているスギ節枝につ

いての変化例を記載した。

イシ 5 33.7 27.4 

イ〉 6 30.5 24.2 

dシ 4 28.2 30.1 

各供試木を総括した地上高べつの節枝数の平均値は，節枝数およそ 20~30 のあいだに変化しており，

地上高べつの差異はあきらかでない。しかし，最大径木についての地上高べつの節枝数は，地上高の上昇

にともなって節枝数 30~10 のあいだを， しだL 、に低減している傾向がみとめられているが，最小径木に

枝

本

盟主

Fig. 1 幹の地上高と節枝数との関係

Tab!e 5 各樹齢階に

一\
No. 1 No. 2 No. 3 

りl齢節階枝当数た I 材り長の1m換当算た りl齢節階枝当た数 I 材り長の1m換当算た りl齢節階枝当数た I 材り長のl 隅換当算た I

1 ~ 5 

6 ~ 10 15.5 27.2 21.0 25.0 29.8 24.8 

11 ~ 15 26.2 29.1 19.4 22.8 14.2 17.8 

16 ~ 20 10.8 23.2 6.0 24.0 7.6 22.8 

21 ~ 25 14.4 22.7 10.6 21.2 6.0 12.9 

26 ~ 30 13.4 26.8 16.2 27.0 5.4 13.5 

31 ~ 35 9.2 23.0 9.8 19.6 8.4 14.0 

36 ~ 40 14.5 22.0 11.6 20.0 8.5 17.0 

合 計 14.9 25.2 13.5 22.5 11.7 18.7 
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ついては，地上高と節校数との関係はかなり不規則で，一定の傾向はみとめられなし、c

しかし，地上高 4隅以上の範囲においては最小径木の節校数が，つねに最大径木の節枝数よりもおおく

各供試木の平均値は，これらのほぼ中間的な値をとりながら変化していることになる。これをスギの節枝

についての例とくらべると，いずれの地上高においてもカラマツは節枝数がおおしまた地上高にたL 、す

る変化もややことなっている。

(c) 齢階べつの節枝数一一各供試木について， 5 年ごとの齢階べつの樹高を算出し，その樹高範囲に

おける節枝数をもとめ，これを 1 年ごとの樹齢階当たりの平均節枝数およびこの樹齢階における材長 1m

に換算した平均節校数として Tab!e 5 にしめした。

また，この樹齢階べつの平均節枝数を各供試木の平均値について Fig. 2 にしめした。

これから， 1 齢階当たりの平均節枝数( 1 年間の上長成長の部分における節枝数の平均値)は，樹齢階

の増加にたいして急減しているが，樹齢 20 年ぐらいから，その平均節枝数はほぼ一定した値をしめして

いる。この平均節枝数を各齢階べつに材長 1 隅当たりの換算値としてしめすと，この値はL 、ずれの樹齢階

においてもほとんど一定である(節校数 20~25 本)c

40 

号車

数 20

本

10・一一一

。

おける節枝数

No. 4 

11: 

11 11, 21 2 1， ラ 1

15 20 25 ラO ララ

相 官ト 陪 L年)

Fig. 2 樹齢階と節枝数との関係、

No. 5 No. 6 

lり齢節階枝当数た1;材り長の1m換当算た lり齢節階枝当数た||材り長の1m換当算た 1\り齢節階枝当数たI 材り長の1m換当算た

一

24.0 30.0 32.4 27.0 14.8 21.0 

26.0 27.8 18.2 27.3 23.4 25.1 

17.4 30.7 13.2 29.1 7.6 19.0 

9.8 23.3 13.6 23.4 15.4 22.0 

12.6 26.3 11.2 22.4 10.8 21.6 

11.0 38.5 10.4 23.6 8.8 22.0 

10.8 26.1 10.3 22.5 12.7 27.0 

15.9 28.5 16.2 25.7 13.4 22.7 

合 計

lり齢節階枝当数た 1 材り長の1m換当算た

23.1 25.8 

21.2 25.1 

10.4 25.3 

11.6 21.2 

11.6 23.4 

9.6 21.9 

11.9 22.7 

14.3 24.0 
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このことは，樹齢 20 年以下の樹高範囲では各 1 年当たりの節枝数がおおく， この部分は樹高成長量も

大きいのにたいして，樹齢 20 年以上の樹高範囲では l 年当たりの節枝数がすくなく， この部位の樹高成

長量は緩慢であるために，各樹齢階で材長 1m 当たりの節枝数の換算値は，ほぽ一定した値 (20~25本〉

をしめしたものである。

また， Fig. 1 にしめしたように，成長のことなる供試木のゐいだにおいては，地上高べつの平均節枝数

について，きわめて著しい変化がみとめられているが，これらの供試木の平均値については，この変化は

たがし、に相殺されて単位材長当たりの平均節枝数は，かなり一定した値をしめすにいたったものとおもわ

れる。

( d) 節枝径べつの出現数

調査した節枝について，節枝径を 5mm 階に区分して，その節枝径べつの出現数を Table 6 にしめし

?こ。

これから，最大径木 (No.3)，最小径木 (No.4) および各供試木を総括した節枝径べつの頻度を Fig.

3 にしめしたっこの Fig. 3 には比較のために，スギの節枝について，その節枝径べつの頻度を記載した。

Table 6 およびFig.3の結果からあきらかなように，節枝径の出現域は 60mm におよぶが，節枝径 25mm

以下のものが，総節枝数の 92% をしめしている。

このような節枝径べつの頻度分布は，スギ節枝の測定例とかなり類似した傾向をしめし，節枝径 25mm

以上のものの頻度がスギにくらべて，やや大きくあらわれてし、るにすぎない。

また，成長のことなる供試木 No.3 と No.4 における節枝径の頻度分布をくらべると，成長のよい No.

3 の供試木では，節枝径 10m隅のものが著しくすくなく ， 10mm 以上の頻度がたかくなっている。

つぎに，供試木の各地上高べつにあらわれる節枝について，その節枝径べつの出現率をくらべて Fig.4

にしめしたっ

これから，各地上高の範囲にあらわれる節枝径べつの出現率の変化のうち，節枝径 10mm 以下のもので

は，地上高の上昇にたし、して，その出現率はしだいに低減する傾向をしめすが，節枝径 15mm 以上のもの

Table 6. 節枝の径級べつの数

節枝の径級 供 試 木

(例隅)
No. 1 

~ 5 158 126 31 184 142 

6 ~ 10 160 199 129 222 210 

11 ~ 15 79 49 80 75 59 

16 ~ 20 37 32 67 40 32 

21 ~ 25 18 18 27 16 31 

26 ~ 30 20 18 22 15 11 

31 ~ 35 9 12 10 9 9 

36 ~ 40 13 3 4 4 11 

41 ~ 45 4 6 2 2 

46 ~ 50 3 2 3 

51 ~ 55 l 

56 ~ 60 2 l 

メロ』 計 504 464 371 569 511 

平
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Fig. 3 節枝の径級べつの頻度

では，この傾向は全く異なっており，節枝径べつにそれぞれ，一定の地上高までは，その出現率は地上高

に比例的であり，この一定範囲の地上高をこえると節枝径べつの出現率は，地上高の上昇にたいして低減

する経過をしめしている。また，節枝径 20mm をこえるものは，いずれも地上高のかなり高い部位にのみ

あらわれ，地上高のたかL、位置においては，節枝径の大きいものの出現率がきわめてたかい。この傾向を

さらにあきらかにするために，地上高 1~7隅， 8~13m ， 14~21m の範囲にあらわれる節枝径べつの出

現数を，節枝径べつの節校総数にたいする比率としてしめし，節枝径にたいする変化の傾向を Fig. 5 に

しめしたっ

これから，各地上高の範囲における節枝径の出現域の限界は，地上高 1~7m では節枝径 25m間以下，

80 

。。

飾帯圭の 4壬品R
-0ー，、 5 m m  

-Gー -10

-<・ー -1 ラ

町

上ヒ

平

% 

。

14 16 , 
:tt!:上書1 範囲 l 1n)

Fig. 4 幹の地上高範囲における節枝数の比率

注: 各地上高の節校数 (100 %)に対する

径級べつの節枝数の比率
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Fig. 5 幹の地上高範囲における節枝径べつの節枚数の比率
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地上高 8~13 附では節校径 40 刑制以下，地上高 14~21 m では節枝径 60mm におよんでおり，節枝箆

10 例間以下のものは地上高の低い位置にその本数比率はたかいが，節枝径 21 mm 以上のものは，地上高

のたかい位置にその本数比率が著しくたかくあらわれていることをしめしている。

さらに，各地上高の範囲に出現する節枝について，その節枝径の平均値をもとめ，地上高と平均節枝径

との関係を Fig. 6 にしめしたっ

これから，平均節枝径は地上高の上昇にたいして，約 5 ~16mm のあいだを比例的に増大している。さ

らに成長の異なる供試木のあいだにおいては，成長のよい供試木における地上.高べつの平均節枝径は，成

長の悪い供試木の平均節枝径にくらべて，いずれの地上高の範囲においてもつねに大きく，地上高のたか

い位置におけるほどその差異は大きくあらわれている。
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(2) 溺芽による節枝

( a) 蔚芽による節枝の頻度

各供試木について観察された蔚芽による節枝の数は合計105個で，調宣した総節枝数のおよそ 3.5%1こた

つする。しかし，これらの蔚芽節の頻度は，供試木の個体べつにかなり著しい変異をしめしており，個体べ

つの出現率の最小は 0.3% (供試木 No.3 における頻度〉であるが，その最大は 12.5 % (供試木 No.5 に

おける頻度〉にたつしている。このような蔚芽節の出現数の差異は，おそらく，供試木の周囲の環境条件や

枝打ちの経過などによって，影響されるものとおもわれるが，この調査結果では，これらの関係をあきら

かにすることはできなかった。また，jjJj芽節をその出現 Tる地上高べつに集計して Table 7 にしめした。

これから，あきらかなように，蔚芽節は地上高 6m 以上の位置から発生しはじめ，地上高が増すとその

出現数はわずかながらたかくなる傾向をしめしており，このことは，試験地の林分における蘭芽の発生状

況からも，ほぼ観察されるようであった(写真 1 参照)0 Table 7. 地上高べつの蔚芽節の頻度

(b) 蹄の形態的な特徴 地上53範囲|出現数|頻仰度
節枝の縦断面で蔚芽による節枝の発生形態を観察し，つぎ 目 白

の 4 つの特徴的なタイプに分類した。

タイプ-1 芽節がある時期に急速に肥大したもの(写真

2 参照〉。

1 ~ 5" 

6 ~ 10 
11 ~ 15 
16 ~ 20 
合計

タイプ-II 正常な材部に不定芽が発生し，これが急速に肥大したもの(写真 3 参照〕。

タイプーI旺 入皮や外傷などの位置から発生しているもの(写真4 参照〕。

1.9 
25.7 
35.2 
37.2 

1∞.0 

タイプ-IV 樹心から発生した枝の側枝が発達したものや，主枝が枝打ちされた後，側芽が発達したも

の(写真 5 参照〉。

写真1. 試験地における蔚芽の発生状態

力校以下(点線内〕は蔚芽によるものと忠われる校。
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写真 2. 発生タイプ-1

芽節がある時期に急速に発達したもの。

写真 3. 発生タイプ-II

正常な材部に不定芽が発生し，これが急

速に肥大したもの。

(c) 藤芳:節の太さ

写真 4. 発生タイプ-JII

入皮や外傷等の位置から発生したもの。

これらのタイプべつの頻度は Table8 にしめすように，

タイプlVに属するものの頻度が最もおおく，全蔚芽節の

55.2% をしめしている。

また，蔚芽について，その発生後の年輪数を調査し，こ

の試験地における枝打ち実施年度との関係から，枝打ち実

施前に発生したものと，枝打ち実施後に発生したものとに

区分すると Table 8 にしめしたように，タイプ工のものを

除いては，いずれのタイプの蔚芽節も枝打ち後のものがあ

きらかにたかく，とくにタイプ]lに属 Tる入皮や外傷によ

って誘発された蔚芽節は枝打ち後のものに著しくその比率

はたかい。

蔚芽節の太さべつの出現数を，その節枝径を 5mm おきにもとめ Table 9 にしめした。
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写算 5. 発生タイプーIV

樹心から発生した枝の側枝が発達したもの，または，主枝が枝

打ちされた後，この側校が急速に肥大したもの。
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これから，蔚芽節の太さは，

およそ 5~60刑問の範囲にあら

われており，その平均値は21. 7

問問で樹心から発生している節

枝の平均径 10.8隅隅 (Fig.6 参

照〉にくらべて著しく大きL 、。

また蔚芽節の節枝径について，

地上高べつの変化や，蔚芽の発

生タイプべつの差異を検討した

が，いずれについてもあきらか

な傾向はみとめられなかったコ

2. 節枝の長さ

樹心から発生した節枝につい

て，生節枝の部分の長さと年輪

数，死節枝の部分の長さと年輪

数を観察し，幹の地上高や節枝

径にたいする変化の傾向をもと

めた。

(1) 生節枝の長さと年輪数

生節授の長さと年輪数につい

て，その地上高べつの変化をも

とめて Fig. 7 と Fig. 8 にし

めした。

生節枝の長さと年輪数は，い

ずれも地上高の変化にたいして，ほぼ比例的に増減してし、く経過がみとめられた。この Fig.7 と Fig; 8 

には比較のために，スギについての例(釜測スギの例)を記爺したが，この生節枝の長さまたは年輪数が

地上高にたし、じて比例的に変化する傾向は，カラマツにおける 1 つの特徴であるようにおもわれる。

これらの変化は，胸高直径のことなる供試木のなかで，かなり著しい変動をしめしており，同ーの地上

Tab!e 8. 蔚芽節の発生タイプべつの頻度

枝打ち前の蔚芽 枝打ち後の蔵芽 ぷ口h 計
蔚芽節のタイプ

出現数|頻 度 出現数|頻 ω 度 出現数|頻 度C%) C%) 

I 4 11.4 1.4 5 4.8 

E 9 25.7 18 25.7 27 25.7 

JII 2 5.8 13 18.6 15 14.3 

IV 20 57.1 38 54.3 58 55.2 

主日込 計 35 1∞ .0 70 1α).0 105 100.0 



第 148 号

高の範囲における宍節枝め長主そ年輪数的平均値段"いずれも，
A'.圃凧

最大径木 (No: めのもの'が，最不径木~>c!'{o. 4) のも ρピ〈忌ベ

て，やや大きしイ直をしめしておの，，' 6 本の供試木についてめ平均

値は，おおむねこれらの中間的な値をとりながら変化している。

このような供試木のあL 、だの差異は地上高の上昇にともなって，
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Tab1e 9. 萌芽節の節枝径

べつの頻度
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しだいに大きくあらわれており，また，生節枝部分の年輪数にお

けるよりは，この部分の長さにその差異が，あきらかにあらわれ
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ている。このことは，直径成長の大きい供試木における節授は，

一般に，その生存期間が長いことをしめし，この年輪数の差異が

さらに供試木の直径成長量の差異によって，生節枝の長さにおけ

る著しい差異としてみとめられてくること・によるものである。
'.:-_.. 

!っさ9こ'.節枝径にたlりする生節枝の長さと年輪数のP関係をもと
帽._-~~輔

めて Fig. 9 と Fig. 10 にしめしたJ-fザ屠三

これから， 生節枝の長さと年輪数は， 節枝径が 30' 刑制以下の

範囲ではその節枝径に比例して，ほとんど直線的な増減の傾向を‘しめしているが，節枝径 30 刑問以上の

ものは出現数もすくなく，その変化もかなり不規則であるが，節枝径にたいするその増減の傾向はやや緩
司町 i

この Fig.9 と Fig. 10 には比較のために，スギについての測定例〈釜沸jスギの例〉を記載したが，節

枝径にたいする生節枝の長さや年輪数の変化は，このスギの例とかなり近似してレる。また，菌窪成長の

ことなる供試木のあいだにおける差異も，節枝径が 30 mm 以下の範匪阪はかなり小さく，節枝径と生節... -
校の長さとの関係においてのみ，若干の差異が認められるにすぎなふ。，よ

日;~i.弓ぺ'."!
さらに節枝径べつに，地上高と生節枝の長さとの関係をもとめて Fig: 11 にしめしたが，地上高に関係
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慢であることが認められる。

なく節枝径の大きいものほど生節枝の長さは大きくなるが，同ーの節枝径のものでは，その生節枝の長さ

は地上高の変化にたいしても，ほとんど不変であるか，あるいは，地上高の上昇にたいしてもその増加は

最大径木

最 JI\ 径木

皿均
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阻 tm)

地上高と生節枝の部分の長さFig. 7 



-119ー(斎藤〉カラマツの節枝の特徴

ラ0

5
0
r

コ
口

べ
4町
内
』
'
・

4
1

せ
一
缶
詰
山
乃
P
7
4
J万
三
時
刊
誌

5 

上

。

地上高と生節枝の部分の年輪数Fig. 8 

7 とほぼ比例的に増大する Fig.したがって，生節枝の長さがその地上高にたいして，かなり小さし、。

地上高のたかい位置に節枝径の大きいものの頻度がたかいこと (Fig.4 参照〕と，節Fig. 8 の結果は，

校径の大きいものでは，その生節枝の長さが大きいこと (Fig. 10 参照)の総合された結果としてあらわ

れてくるものであることはあきらかである3

死節枝の長さと年輪数(2) 

死節枝の長さと年輪数について，その地上高べつの変化をもとめて Fig. 12 と Fig. 13 にしめした。

これから，死節枝の長さと年輪数の変化はかなり不規則であるが，地上高の増加にたいして，いずれも

ほぼ比例的に低減する経過が認められている。

この Fig. 12 と Fig. 13 には比較のために，スギについての地上高と死節枝の長さ，または年輪数の
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Fig. 10 節校径と生節枝の部分の年輪数

変化の例(釜測スギの例)を記載したが，カラマツについては，その死節枝の長さや年輪数がスギの例に

くらべてかなり大きく，また，地上高にたいする変化も著しくことなっているようにおもわれるc

また，胸高直径のことなる供試木のあいだにおいては，地上高の低い位置において若干の差異がみとめ

られるが，地上高 4m 以上の位置においてはあまりあきらかな差異はみとめられなし、。なお，地上高にた

いする死節枝の長さや年輪数の変化で，地上高 14 m 以上の部分にその低減が著しいのは，この範囲の節

枝に枝打ちされたものが多いことによるものである。

つぎに，節枝径と死節枝の長さ，または年輪数の関係をもとめて Fig. 14 と Fig. 15 にしめした。

これから，節枝径が約 20mm の範囲までは，死節枝の長さと年輪数はその節校径にほぼ比例して 25~32
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Fig. 11 節校径べつにみた地上高と生節枝の部分の長さ
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Fig. 12 地上高と死節枝の部分の長さ
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Fig. 13 地上高と死節枝の部分の年輪数
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mm と 10~15 年のあいだに変化しているが，節枝径 20 問削以上になるとこの長さと年輪数は，いずれも

節枝径の増加にたいして急減していく経過がみとめられた。しかし，このような経過は節枝径 20 mm 以

上のものに，枝打ちされたものの比率がたかし、ことによるものであり，もとよりこれをカラマツの一般的

な傾向とみなすことはできない。

V 要約

この研究は，カラマツの用材としての品質を検討するための基礎資料の 1 っとして，長野県浅間山麓の

カラマツ間伐試験地から採取した供試材について，幹にふくまれている節枝をすべてその縦断面で観察し，
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Fig. 14 節枝径と死節枝の部分の長さ
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Fig. 15 節枝径と死節枝の部分の年輪数

節枝のあらわれかたや，その形態的な特徴をあきらかにしたもので，調査結果のおもな事項はつぎのとお

りであるつ

(1) 観察の結果，樹心から発生している節枝(観察数 2， 872 個〕のほかに，扇芽部の発生がかなりみ

とめられ，その数は前者のおよそ 3.7%に達している。

(2) この蔚芽節は，幹の地上高 6m 以上の位置からあらわれており，その発生形態からみて枝打ちさ

れた主枝の側枝が発達したとみられるものや，枝打ち時の外傷から発達したとみられるものが最も多

L 、。

(3) 材長 1m における節枝の数(樹心から発生する節枝〉は，幹の地上高により著しく異なっている

が，調査した地上高の範囲を平均してみると約 25 本であったっ

(4) 樹心から発生する節枝については， およそ 60 隅隅の節枝径のものまでがあらわれているが， 10 

mm 以下の節枝径のものは総数の約 66%に達し， 26 捌間以上の節枝径のものはわずか 12%にすぎない。

(5) これにたいして，蔚芽節の径は平均 21.7mm で，樹心から発生した節枝の径(平均 10.8 抑制)に

くらべて著しく大きい。

(6) 生節枝の長さ(または年輪数〉は地上高の上昇にたいして比例的に増大しているが，これは，地

上高のたかし、幹の部分には節枝径の大きいものの頻度がたかし生節枝の長さ(または年輪数〉が，この

節枝径に比例して変化することによるものである。

(7) 死節枝の長さ(または年輪数〉は枝打ちの影響をうけてかなり不規則であるが，地上高の上昇に
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たいして，概して減少する傾向をしめしているO
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Characteristic of Branch.Knot in the Stern of Larch 

(Larix leptolepis GORDON). 

Hisao SAITO 

(Rés山né)

In this paper, we de~cribed the cccurrence and the characteristic feature of branch.knots in 

the stems of larch trees by ob~erving them in radial sawn sections of stem. The resuIts obtained 

are as foIIows: 

(1) Number of branch司knot.

It was obs氾rved that bud.knots cccurred rather frequentIy in additicn to branch.knots that 

were breaking out from the center part of stems. 

The number of branch.knots are obtained at each height of stems (Table 3, Fig. 1, Fig.4) , 

and each diameter of branch.knot (Table 6, Fig. 3, Fig. 5, Fig. 6) and each intervaI of tree 

ages (Table 5, Fig. 2). 

The cccurrence and the feature of bud-knots are observed and grouped into 4 types on their 

features (Table 8, Table 9). 

(2) The length and the number of annual rings of branch-knot. 

The length and the number of annual rings about live-knot portion on dead.knot portion are 

observed (Fig. 7~10 ， Fig. 12~15) ， and their relation to the height of stem, and the diameter 

of branch-knot is obtained (Fig. 11). 


